
管理ID 開催⽉
上場区分 実施回数 　　  　　回 学⽣の受⼊⽇数 　　  　　日 総受⼊⼈数 　　  　　人

従業員数 対象属性（⽂理） 単位認定
メイン業種 低学年参加 産学連携

他企業などとの連携か︖ 報酬・⽀給 実働時間と賃⾦
実施形式

フィードバック時間 フィードバック頻度

協⼒社員数 　　  　　人

ISタイトル フィードバック⼿法

『第5回学⽣が選ぶインターンシップアワード』 企業応募データ ②
NO.　　　

企業・団体情報 インターンシップ情報

オリエンテーション　事前学習（実施項⽬） フィードバック内容詳細（⾃由記述）

オリエンテーション　事前学習 内容詳細（⾃由記述）

フォローアップ　事後学習（実施項⽬）

インターンシップ　実施項⽬ フォローアップ　事後学習（⾃由記述）

インターンシップ　内容詳細（⾃由記述）

⼯夫ポイント（⾃由記述）

教育的効果（⾃由記述）

改善活動（⾃由記述）

協⼒社員の属性

具体的社員交流

200007

200007

上場（株式公開）

300～500人未満

ソフトウエア・情報処理・ネット関連

『上流工程から下流工程まで、丸っと体感！』 「IT企業で働く」を疑似体験できる　1dayプログラム

2021年8月　2021年9月　2021年12月　2022年1月　2022年2月

8 1 160

特に対象とする学科系統はない

大学1・2年生にも積極的に募集を行った

いいえ

いいえ

いいえ 支給なし 支給なし

全て対面で実施

【疑似体験】ロールプレイングやシミュレーション形式の仕事体験　【疑似体験】課題に対するグループワーク（企画立案、課題解
決、プレゼンなど）

◆ITビジネスの疑似体験
プロジェクトチームを組んでメンバーと協力し、１つの成果物を、ブロック玩具で作ってもらいます。
設定としては、学生はブロックでオブジェクトを制作する会社の社員、人事部は架空の顧客として建設業の社員に扮します。顧客企業
の受付に飾るオブジェクトを制作するのがゴールです。その過程で、お客様に要望を聞くヒアリングを行ったり、絶対的な正解がない
中、限られた時間・材料を使ってベストなものを作り上げる難しさ、チームで何かを成し遂げる楽しさを学んでもらいます。

20

特に機会は設けていない

人事部がインターンシップの運営を行います。ITビジネスの疑似体験では、人事部が架空の顧客になりきり、学生からヒアリングを受
けます。

実際に社員が働く社内を紹介する社内見学ツアーを実施します。

グループワーク後のフィードバックでは、学生一人ひとりに強みがけではなく、改善点を伝えています。

学生一人ひとりのフィードバックには力を入れています。良いところだけでなく、改善点もセットで伝えています。

業界・企業・仕事内容の説明　インターンシップの内容説明　インターンシップ参加目的の明確化　学生1人ひとりに対する目標設定　
就職活動に対するアドバイス・レクチャー

インターンシップのスケジュールを説明した後、時間をとって「なぜインターンシップに参加しようと思ったか」、「今日は何を持っ
て帰りたいか」を学生に書いてもらいます。その後、IT業界について、SEの仕事について、講義形式で説明します。その他、電話や
メールの書き方といった就活マナーについて講義＆ワーク形式で学んでもらいます。

グループに対する口頭でのフィードバック　個人に対する口頭でのフィードバック

10分未満 プログラム期間中1回実施した

良いところと改善点をセットで伝えること、なぜそう思ったかを根拠（「〇〇さんが困っているときに、声をかけていた」、「誰かか
らの指示がないと手が止まっていた」など）も合わせて伝えることを意識しています。

就職活動に対するアドバイス・レクチャー　その他

8~9月の参加者には、就活対策をメインとする特別セミナーのご案内をした。


